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日本政策金融公庫 農林水産事業

Report on research

情報戦略レポート

に
つ
い
て
、「
加
入
し
て
い
る
」と
回
答

し
た
割
合
は
26
・４
％
で
し
た（
図
１
）。

「
今
後
加
入
予
定
」の
18
・２
％
を
加
え

る
と
、44・６
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

個
人
・
法
人
別
の「
加
入
し
て
い
る
」

と「
今
後
加
入
予
定
」を
合
わ
せ
た
割
合

は
、個
人
が
45・９
％
、法
人
が
41・９
％

と
、個
人
の
ほ
う
が
若
干
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
別
に
見
る
と「
加
入
し
て

い
る
」の
割
合
は
、東
北
が
34
・６
％
と

最
も
高
く
な
り
ま
し
た
。「
加
入
し
て
い

る
」と「
今
後
加
入
予
定
」を
合
わ
せ
た

割
合
が
半
数
以
上
で
あ
る
地
域
は
、東

北
お
よ
び
北
陸
の
２
地
域
で
し
た
。

　

業
種
別
に
見
る
と「
加
入
し
て
い
る
」

の
割
合
は
、果
樹
が
最
も
高
く
な
り
ま

し
た
。「
加
入
し
て
い
る
」と「
今
後
加
入

予
定
」を
合
わ
せ
た
割
合
が
半
数
以
上

で
あ
る
業
種
は
、果
樹
お
よ
び
稲
作（
都

府
県
）の
２
業
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
畿
、関
東
は
災
害
に
留
意

　

収
入
保
険
に
加
入
し
た
理
由
を
聞
く

と
、「
近
年
の
自
然
災
害
の
甚
大
化
」が

69
・７
％
で
最
多
と
な
り
ま
し
た（
図

２
）。続
い
て「
農
業
共
済
な
ど
の
他
制

度
よ
り
有
利
」が
20
・５
％
、「
今
ま
で
利

用
で
き
る
保
険
が
な
か
っ
た
」が
６
・７

％
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
別
に
見
る
と
、全
地
域
で「
近
年

の
自
然
災
害
の
甚
大
化
」が
最
も
高
く

収
入
保
険
制
度
の
現
況

加
入
理
由
は「
災
害
の
甚
大
化
」

　

農
業
経
営
者
の
収
入
減
少
を
補
償
す

る
た
め
２
０
１
９
年
１
月
か
ら
取
り
扱

い
を
始
め
た
国
の「
収
入
保
険
制
度
」に

つ
い
て
、状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

収
入
保
険
制
度
は
農
業
者
ご
と
に
、

保
険
期
間
の
収
入
が
基
準
収
入（
過
去

５
年
間
の
平
均
収
入
を
基
本
と
し
、規

模
拡
大
な
ど
保
険
期
間
の
営
農
計
画
も

考
慮
し
て
決
定
）の
９
割
を
下
回
っ
た

場
合
、下
回
っ
た
額
の
９
割
を
上
限
と

し
て
補
填
す
る
制
度
で
す（
18
頁
参
照
）。

　

農
業
共
済
制
度
は
自
然
災
害
な
ど
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、と
く
に
近
畿
、関
東

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、「
農
業

共
済
な
ど
の
他
制
度
よ
り
有
利
」と
す

る
割
合
は
、中
国
・
四
国
、お
よ
び
東
北
、

東
海
に
お
い
て
他
地
域
よ
り
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

業
種
別
に
見
て
も
、全
業
種
で「
近
年

の
自
然
災
害
の
甚
大
化
」が
最
多
と
な

っ
て
い
ま
す
。耕
種
で
は
と
く
に
施
設

花
き
が
80
・０
％
と
高
く
な
り
ま
し
た
。

な
お
、「
農
業
共
済
な
ど
の
他
制
度
よ
り

有
利
」の
割
合
は
他
業
種
に
比
べ
て
稲

作
で
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

収
入
保
険
加
入
の
き
っ
か
け
は
、「
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
の
呼
び
か
け
」が
74
・９

％
と
最
も
高
く
、次
い
で「
農
協
か
ら
の

情
報
提
供
」が
31
・３
％
、「
行
政
・
普
及

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
情
報
提
供
」が
23
・９

％
と
な
り
ま
し
た（
図
３
）。

　

法
人
は
個
人
に
比
べ
て
行
政
や
税
理

士
、金
融
機
関
な
ど
か
ら
の
情
報
提
供

の
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、情
報
収
集

の
幅
が
広
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

地
域
別
に
見
る
と「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か

ら
の
呼
び
か
け
」が
全
地
域
で
高
く
、と

く
に
中
国
・
四
国
が
83
・２
％
、北
海
道

が
80
・２
％
と
８
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

「
農
協
か
ら
の
情
報
提
供
」は
北
海
道
が

40・３
％
と
最
も
高
く
、「
行
政
・
普
及
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
情
報
提
供
」は
北
陸
が

34・１
％
と
最
も
高
く
な
り
ま
し
た
。

　

業
種
別
に
見
た
場
合
も
同
じ
く
、「
Ｎ

よ
る
収
量
減
少
を
対
象
と
し
、価
格
低

下
な
ど
は
補
償
の
対
象
外
で
し
た
。ま

た
対
象
品
目
は
、収
量
を
確
認
で
き
る

も
の
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。一
方
、新

し
く
始
ま
っ
た
収
入
保
険
制
度
は
農
業

経
営
者
ご
と
の
収
入
全
体
を
見
て
、さ

ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
し
、す
べ

て
の
作
目
を
対
象
に
収
入
減
を
補
償
す

る
保
険
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

果
樹
は
加
入
多
い

　

ま
ず
、収
入
保
険
制
度
の
加
入
状
況

日本政策金融公庫では、農業資金を利用している顧
客を対象に、定期的に農業関係の調査をしています。
2020年１月調査では、19年からスタートした国の収
入保険制度への加入状況について初めて調査しま
した。結果の概要を紹介します。

新しく始まった
収入保険制度への

加入状況
―2020年1月調査―
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図２　収入保険加入の理由（地域別、業種別）

図１　収入保険の加入状況（地域別）図３　収入保険加入のきっかけ（個人、法人別）

図４　収入保険に加入しない理由（個人、法人別）
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注１：図は四捨五入の関係上、合計が100%にならない場合があります。
注２：掲載している図は調査結果の一部です。すべての図表は公庫ホームページをご覧ください。

全調査結果
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Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
の
呼
び
か
け
」が
最
も

高
い
割
合
を
示
し
て
お
り
、「
農
協
か
ら

の
情
報
提
供
」は
畑
作
が
45・６
％
と
高

く
な
り
ま
し
た
。

業
種
に
よ
り
制
度
の
利
用
に
差

　

収
入
保
険
に
加
入
し
な
い
理
由
は
、

「
農
業
共
済
な
ど
、国
の
他
の
補
償
制
度

を
利
用
し
て
い
る
」が
62
・７
％
と
最
も

高
く
、「
収
入
保
険
制
度
を
よ
く
知
ら
な

い
」が
26
・２
％
、「
自
己
資
金
で
対
応
す

る
」が
19・８
％
と
続
き
ま
し
た（
図
４
）。

　

個
人
・
法
人
別
に
見
る
と「
民
間
の

保
険
に
加
入
し
て
い
る
」と
す
る
割
合

は
、個
人
が
３・５
％
な
の
に
対
し
法
人

が
13
・６
％
と
、法
人
が
個
人
よ
り
10
％

余
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
別
で
は「
農
業
共
済
な
ど
、国
の

他
の
補
償
制
度
を
利
用
し
て
い
る
」と

す
る
割
合
が
高
い
の
は
北
海
道
、北
陸

で
あ
り
、「
収
入
保
険
制
度
を
よ
く
知
ら

な
い
」と
す
る
割
合
は
関
東
が
41
・１
％

と
最
も
高
く
な
り
ま
し
た
。ま
た
、「
民

間
の
保
険
に
加
入
し
て
い
る
」と
す
る

割
合
は
東
海
が
15
・６
％
と
最
も
高
く

な
り
ま
し
た
。業
種
別
に
見
る
と「
農

業
共
済
な
ど
、国
の
他
の
補
償
制
度
を

利
用
し
て
い
る
」と
す
る
割
合
は
、畑
作

お
よ
び
稲
作
が
と
く
に
高
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。ま
た
、「
自
己
資
金
で
対

応
す
る
」と
す
る
割
合
は
茶
が
48・４
％
、

施
設
花
き
が
41
・８
％
と
高
く
、「
民
間

種
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
、検

討
し
て
も
ら
う
機
会
を
提
供
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

日
本
公
庫
で
も
、農
業
経
営
者
か
ら

の
持
続
的
発
展
に
向
け
た
ご
相
談
に
よ

り
充
実
し
た
対
応
を
お
こ
な
う
べ
く
、

農
業
共
済
お
よ
び
収
入
保
険
制
度
を
運

営
す
る
農
業
共
済
組
合
連
合
会（
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
）と
の
連
携
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、紹
介
し
た
内
容
を
含
む
調
査

結
果
に
関
す
る
公
開
資
料
は
、当
公
庫

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
日
本
公
庫 

農
業
景
況
調
査
」な
ど
で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。 

�

（
情
報
企
画
部
　
高
田�

圭
介
）

　

２
０
２
０
年
４
月
、日
本

公
庫
静
岡
支
店
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
静
岡
と「
農
業
者
の
経
営

の
安
定
に
資
す
る
連
携
協

定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、日
本
公
庫

お
客
さ
ま
へ
の
経
営
改
善
支

援
と
、収
入
保
険
な
ど
農
業

保
険
制
度
の
加
入
お
よ
び
制

度
の
推
進
に
向
け
た
活
動
を
、

一
体
的
に
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

の
保
険
に
加
入
し
て
い
る
」と
す
る
割

合
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
が
29
・７
％
、キ
ノ
コ

が
26・５
％
と
高
く
な
り
ま
し
た
。

　

全
体
と
し
て
は
、稲
作
お
よ
び
畑
作

な
ど
農
業
共
済
や
ナ
ラ
シ
対
策
が
措
置

さ
れ
て
い
る
業
種
で
は
、「
農
業
共
済
な

ど
、国
の
他
の
補
償
制
度
を
利
用
し
て

い
る
」割
合
が
高
く
、そ
の
他
の
業
種
で

は「
自
己
資
金
で
対
応
す
る
」や「
収
入

保
険
制
度
を
よ
く
知
ら
な
い
」な
ど
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
の
強
化

　

今
回
の
調
査
の
結
果
、収
入
保
険
制

度
に
加
入
済
み
の
農
業
者
は
26
％
程
度

で
あ
り
、収
入
保
険
に
加
入
す
る
理
由

の
多
く
が
、「
近
年
の
自
然
災
害
の
甚
大

化
」で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、近
年
、自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が
頻

発
し
て
い
る
こ
と
、ま
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
端
を
発
す

る
消
費
活
動
の
低
迷
な
ど
新
た
な
危
機

が
発
生
し
て
い
る
な
か
で
は
、農
業
経

営
の
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
よ
る
収
入

減
を
底
支
え
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
機
能
と
し
て
収
入
保
険
制
度
の
重
要

性
が
増
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

収
入
保
険
に
加
入
し
な
い
理
由
と
し

て「
よ
く
知
ら
な
い
」と
い
う
農
業
経
営

者
が
一
定
数
い
る
こ
と
か
ら
、よ
り
丁

寧
な
周
知
に
よ
り
、多
く
の
農
業
経
営

者
に
本
制
度
や
、収
入
を
補
償
す
る
各

【
調
査
概
要
】

⃝

調
査
時
点
・
方
法

　

２
０
２
０
年
１
月
・
郵
送
調
査

⃝

調
査
対
象

　

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
／
農
業
改
良
資
金

　

融
資
先（
計
１
万
９
０
８
５
先
）

⃝

有
効
回
答
数

　

６
６
７
６
先（
回
収
率
35・０
％
）

注
１
：�

調
査
回
答
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
は
考
慮
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

注
２
：�

当
調
査
は
、日
本
公
庫
が
定
期
的
に
お

こ
な
っ
て
い
る
農
業
景
況
調
査
特
別
設

問
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

収
入
保
険
の
対
象
外
で
あ
る
肉
用
牛
、

養
豚
、採
卵
鶏
の
み
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締結式にて。NOSAI静岡参事の村井裕氏（右）と公庫
静岡支店事業統轄の若山孝男


